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クラブ紹介「小樽スクエアダンスクラブ」

　表彰された19年度は、2名の新加入があり会員
数9名になりました。2年を経過して2名が退会。
又、7名に戻ってしまいました。何とか例会維持し
ています。2年の間には、少ない会員にも色 あ々り
ました。一人は、交通事故で多重骨折の重症を負
い、緊急手術、集中治療室入室、リハビリを経て
例会復帰を果しました。もう一人は、突然原因不
明の体幹の激痛に見舞われ、諸検査を経て、内
科の疾患と判明。内服治療で症状改善し例会
復帰。二人共つらい闘病生活を支えたのは、又、
スクエアダンスを踊りたい！という「スクエアダン

　2年前の春、日本スクエアダンス協会から届い
た一通の封書。開封すると、そこに記載されてい
たのは「貴クラブがスクエアダンスの普及活動に
貢献したクラブとして選出されたので、広島で開
催される第58回スクエアダンスコンベンションの
表彰式に出席可能ですか？」という問い合わせで
した。まず、我が目を疑いました。何故？小樽の
片隅で少人数でひっそりと例会を行っている我が
クラブが表彰される？しかも普及活動に貢献とは
信じられない！そして次に思ったのは、これは何
かの間違い、S協の手違いと思い込み、一刻も
早くS協に知らせなくてはと、即、S協に電話をし
ました。電話に出た女性は優しく落ち着いた声で
「大丈夫ですよー」と。その一言で妙に安心し納
得した私は選出された理由を確認することも忘
れ、コンベンションは参加予定でしたので、「出
席します」と返答し、開会式で沖吉会長から表彰
状を頂きました。

　最後に、当クラブの例会は金曜日の夜行って
いましたが、火曜日の13時～15時（第一週のみ水
曜日）に変更になりました。今暫らくは新型コロ
ナウイルスと共に生きるしかありません。真っ当
に畏れ、感染リスクを回避して例会を行っていき
たいと思います。

ス愛」と確信しています。
　新型コロナウイルス下におけるクラブの例会
開催状況ですが、2020年2月28日から休会。6月
17日、全員集合し例会の持ち方について話し合
いました。S協の感染予防対策指針に基づいて、
8月3日例会再開し11月4日まで続きました。その
後も、2021年1月6日～1月26日、3月3日～5月
12日、7月6日～と例会開催。感染状況、国・道・
市の不要不急の外出自粛要請等の方針に沿っ
て、柔軟に休会、再開を繰り返してます。これもひ
とえに、踊りたい！という会員の「スクエアダンス
愛」です。昨年8月3日の例会再開初日は緊張しま
した。感染予防アイテムを多量に準備し、パー
テーションは手造りの大掛かりなものでした。持
ち運び、組み立てが大変で、現在は簡易な物に変
更しました。少人数なのでフィジカルディスタンス
は容易でした。
　相変わらず7～6名でMS、Plus踊っています。
他クラブからの応援で8名以上になった時の会員
の喜びはひとしおです。自粛生活の中での例会
は楽しくて、アリスさんのコールにワクワクです。
ビタミンSDをたっぷり浴びて免疫力アップを実
感しています。

村田　悦子
― 片隅のスクエアダンス愛 ―
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